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高冷地におけるサイレージヨ…ンの安定生産技術
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1 は じ め に

最近,肉用牛飼育農家のうちでも繁殖牛飼育農家におい

て濃厚飼料の代替あるいは補助n・l料 としてコーンサイレー

ジの給与を行うようになってきた。そういった需要に対応

するため,従来牧草生産を主としていた里山あるいは奥山
でもサイレージヨーンの栽培が可能かどうかを実証すると

ともに,栽培技術の検討を行った。ここでは,高冷地にお
けるトウモロコシの適用品種 ,実用規模での栽培実績,並
びに密植栽培技術について報告する。

2試 験 方 法

(1)適用品種の検討

2)耕種概要は表 1に示した。

表 1 耕種概要 (1)

注 施IE量 (り /1oα )
N― P2o5 K2015-15-15(57年 度)

10-10-10(58～ 59年度 )
熔 リン100,苦土石灰 200,堆肥 5,000

2)実用規模での栽培実績
1)供試圃場並びに栽培面積 :沼尻支場 (標高8502)

50～80α

2)供試品種 :デ ィア (P3839,極早生種)
3)裁植密度 :6,700本 /10α
4)施肥景 :N P205-K20は 15-15-10核 /10α

熔 リン,苦土石灰は各100″ /10`
堆IIB 4,000″ /10α

5)調査年次 :昭和57～63年の 7年間
13)密植栽培技術の検討

1)供試品種 :デ ィァ・ ロミオ83の 2品種
2)耕種概要は表 2に示した。

注 播種期 :S63520
試験地 :沼尻支場H-5,標高960″ にて
施肥量 :2の試験方法と同量,ただし苦土石灰の

み200″

3 結果及び考察

(1)適用湯l種の検討

の数種類について検討した。その中で,早晩生別ごとに 1

品種は2か年ないし, 3か年にわたり調査を行った。その

結果を表 3に示した。熟期到達性という点では,極早生の

P3965Aが他の早生・中牛よりすぐれていた (表 3)。

表 3 収量調査 (1)

こ T酬 収量‐屹物峯葉重×o582+乾物雌穂重×03Sょ り算出

また,収量面では乾物収量がP3382>P3424>P3965Aの

順で,晩生種の方がよかったが,雌穂割合並びにTDN割
合についてはP3965A>P3424>P3382の ‖慣に多 く,乾物
収量と逆の傾向を示した。

これらの点から高冷地用のサイレージヨーンの適正な品

種を考えると極早生種 トウモロコシが適当であると判断し

た。

(2 実用規模での栽培実績
上述したように,高冷地を対象とする場合,極早生 トウ
モロコンが適しているとした。そこで,極早生 トウモロコ

シを実用規模で栽培した場合の生育状況並びに収量を昭和

1)試験地 :福島県畜試沼尻支場 (標高960π)     供試品種は早晩生男1に区分して,極早生 ,早生及び中生
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表2 耕種概要 (2)

試験区 株間 (ω ) 畦幅 (“ ) 栽植密度 (本/10α )
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57～63年の 7年間にわたり調査を行った。その結果,生育

状況においては,昭和61年が刈取時に糊熟期どまりであつ

たのに対して,それ以外の年は刈取時におおむね黄熟期に

到達していた。また,収量であるが,3か年の平均値で乾
物収量は1,510″ /10α ,雌穂率530%,TDN割 合が
726%と いう値が得られた (表 4)。 以上の点から,高冷
地でも十分実用規模での栽培が可能であることを示した。

表 4 収量調査 (2)

0)密植栽培技術の検討
両品種において,裁植密度の違いによる発芽,出穂,絹

糸時期には影響がみられなかったが,乳熟期以降では表値

密度が高くたるにつれて熟期到達に遅れが生じることが認

められた。また,倒伏については両品種とも試験区Ⅳ

(13,333為

“

a)が他の試験区 I～ lllよ りも多いことが観
察された。

次に収量結果であるが,乾物収量は両品種とも試験区Π

(8,889本/10α )>Ⅳ >Iの 1慣に大きかった。品種別で
みると,ディアではΠ区の値 (1.567″ /10● )が最も大

きかった。ロミオ80ではⅡ区は他区を上回っていることは

認められるものの,デ ィアほど顕著でなかった。また,T
DN,DCPに おいては,両品種とも上記の乾物収量の大
小の順とはぼ同じであったが,試験区Ⅱの値は 2品種とも

他の試験区より高いことが認められた (表 5)。

以上の点から,高冷地における極早生種の最適栽植密度

は8,91Xl本/10α と判断した。
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表 5 収量調査 (3)

注 DCP収量‐乾物茎葉重X0047+乾物雌穂重X0068よ り算出

4 ま  と  め

昭和57～63年までの 7か年にわたり,標高850～ 960π
の地点においてデントコーン栽培を実施した,そ の結果は

次のとおりである。

0)適用品種の検討
供試した品種のうち,黄熟期に到達したのは極早生及び
早生の一部で,中生は到達しなかった。

雌穂・ TDN割合は熟期が早い方が良く,極早生種が最
も良かった。

鬱)実用規模での栽培実績
刈取熟期は糊～黄熟期 (3か年間)であった。
3か年間の平均で乾物収量ま1,510″ /10α であり,雌
穂率530%で あった。
6)密植栽培技術の検討
供試 2品種とも,8,889本 /10`よ り大きい栽植密度の
場合,倒伏率は高くなる傾向があった。

乾物並びにTDN収量においては, 2品種とも8,889本
/10α が最も良かった。

品種名 試験区
生草収量 (●/10α ) 乾物収量 (●/10a) TDN

(t9/10α )

DCP
(″10α )

乾物率

(%)

雌穏重
割 合
(%)茎 葉 雌 穂 全 体 茎 葉 雌 穂 全 体

デ ィ ア

I 2,988 1, 149 4,133 1221 694 29 5

Ⅱ 4,304 1,544 5,822 1,567 1,112 48 5

El 4,009 1,369 5,378 1,455 1,021 27 1

V 3,556 1289 4,844 1,291 912 732

ロ ミオ 80

I 2.662 1,137 3,800 1,082 618 28 5

Ⅱ 4,037 1,385 5,420 1,435 1,013 46 2

nl 3,977 1,356 5,333 1,433

V 3.529 1, 316 4,844 1, 343 27 7
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